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◆◆◆現場の皆さんへ◆◆◆ 

【１．「経営改善実践システム（新たな農業経営指標）」が変わります】 

 農業経営者の皆さんが自らの経営改善のために活用できる「経営改善実践

システム（新たな農業経営指標）」が、平成 30 年４月より、インターネット

がない環境の中でも使用できるアプリケーション（以下「ＰＣ版」という。）

に変わります。 

 この「ＰＣ版」は、一度ダウンロードすれば、これまで同様に、簡単に自

己チェックに取り組めます。なお、これまで、「経営改善実践システム」で

利用していた経営データは、そのまま「ＰＣ版」に引き継げます。ログイン

をしていただき、御自宅のパソコンに保存してください。 

本作業は、平成 30 年３月 30 日までに行ってください。 

期限を過ぎると、経営データを引き継ぐことはできませんので、ご注意く

ださい。 

詳細は以下のＵＲＬをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/j/ninaite/shihyo.html 

 

※お問い合わせ先 

ヘルプデスク（080-6059-1347） 

農林水産省経営局経営政策課（03-6744-2143） 

 

【２．収入保険制度一問一答リレー】 

 農水省・農業者 net に 1２月に掲載した、Q56～62 をご紹介いたします！   

＜Ｑ56＞免責となった場合、補てん金の支払はどうなるのですか。 

Ａ 免責となった場合は、補てん金の全部又は一部を支払わないこととし、

具体的には、 

① 保険料を納付期限までに納付しなかった場合や、取引先と結託して

http://www.maff.go.jp/j/ninaite/shihyo.html
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意図的に安売りをしたり、補てん金を詐取する目的で加入申請書等に

事実と異なる記載を行った場合など、悪意又は重大な過失が認められ

る場合は、補てん金は全額支払わない 

② 通常行うべき栽培管理や事故発生の通知を怠った場合などであっ

て、悪意や重大な過失があるとまでは認められないとき、かつ、これ

に該当する農産物の範囲が特定できる場合は、その分の補てん金を減

額する 

こととしています。 

 

＜Ｑ57＞作業日誌には、どのような内容を記載する必要がありますか。 

Ａ 農作業日誌には、農産物の種類ごとに、作付、施肥、防除、収穫等の作

業日や作業内容を記載していただくこととしていますが、農業者が通常

作成している日誌で構いません。 

 

＜Ｑ58＞基準収入は、一定額に固定するか、５中３にすべきではないですか。 

Ａ 収入保険において、補てんの基準となる基準収入は、農業者の過去５年

間の平均収入（５中５）を基本としつつ、保険期間の営農計画を考慮し、

経営規模を拡大したり、新たな品目の生産などにチャレンジすることに

より、農業者の収入が増加傾向にある場合は、これらの収入の増加を反

映できる仕組みとしており、所得の向上に向けた農業者の努力を促すも

のになっていると考えています。 

   仮に、基準収入を一定額に固定することとした場合、農業者が経営努

力をしなくても毎年一定の補てんが受けられるといったモラルハザード

が生じるとともに、農業者が新たな取組にチャレンジしようとするイン

センティブも働かないので、適当でないと考えています。 

    また、仮に、基準収入を５中３で算定することとした場合、地域デー

タを用いる収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）と異なり、個々の農業

者のデータを用いる収入保険では、保険期間の収入を大幅に下げても、

翌年の基準収入は下がらないため、収入を意図的に下げるといったモラ

ルハザードにつながるおそれがあることから、国民の理解を得られない

と考えています。 

 

＜Ｑ59＞補償限度額及び支払率は選択できるのですか。 

Ａ 補償限度額及び支払率については、農業者が保険料や積立金の負担を勘

案して補償内容を選択できるようにするため、 

① 保険方式の補償限度額(注)は、５年以上の青色申告実績がある者で 

あれば、基準収入の 80％を上限に、70％、60％、50％ 

② 積立方式の補償幅は、基準収入の 10％又は５％ 

③ 支払率は、90％を上限に、80％、70％、60％、50％ 

の選択肢を設けることとしています。 

 なお、支払率については、保険方式と積立方式は別々に選択できますが、

積立方式の支払率は、保険方式で選択した支払率以下の選択となります。 

 

＜Ｑ60＞保険料率は、品目別や地域別に設定すべきではないですか。 
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Ａ 収入保険については、 

① 農業者の経営全体に着目し、収入減少を補てんするものであること 

② 制度発足時において、収入データの蓄積には一定の限界があり、品

目別や地域別といった区分ごとのデータが十分に確保されていないこ

と 

等から、保険料率は全経営体共通のものとして設定します。 

 他方、保険料率については、農業者ごとの保険金の支払状況に応じて危

険段階別に設定することから、リスクの大きい品目を生産している者とそ

うでない者とでは保険料に差が出てくることになり、公平性は確保される

ものと考えています。 

 

＜Ｑ61＞収入保険では、どのような場合に加入が承諾されないことになりま

すか。 

Ａ 収入保険においては、 

 ① 収入保険の保険給付の請求について、詐欺を行って保険関係を解除さ

れたことがある場合 

 ② 既に農産物や耕地に事故が発生しているなど、保険事故の発生が確実

である場合 

 ③ 基準収入の適正な設定が困難である場合 

 ④ 保険事故の発生の適切かつ円滑な確認が困難であると見込まれる場合 

 ⑤ 通常の肥培管理や飼養管理が行われないおそれがある場合 

 などは、収入保険に加入できない場合や、加入の際に一部の農産物を除外

するといった場合があります。 

 

＜Ｑ62＞ＪＡ、農業委員会にはどのような役割を期待していますか。 

Ａ 収入保険では、青色申告を行うことを加入条件としていることから、加

入推進に当たっては、青色申告の推進と連携した取組が重要と考えていま

す。 

    このようなことを踏まえ、収入保険の実施主体である農業共済団体が主

体となって、地域において青色申告の推進に取り組んでいる農協や農業委

員会などと連携することが適当と考えています。特に、農協、農業委員会

においては、税務申告相談会を開催し、農業者からの青色申告に関する相

談に応じるなどの役割を担ってもらうことを期待しています。 

 

＜ Ｑ63＞家畜共済は包括共済ですが、マルキン等の対象畜産物のほか、繁殖

用の育成牛、子豚、繁殖用の育成豚の生産を行い、かつ、野菜の生産も行

っている畜産経営の場合、家畜共済に加入すれば、野菜について収入保険

に加入できなくなるのですか。 

Ａ 家畜共済は一定の家畜の種類ごとに全頭加入する包括共済であるため、

マルキン等の対象畜産物と、繁殖用の育成牛、子豚、繁殖用の育成豚とい

った関連畜産物を生産している畜産経営が、マルキン等の対象畜産物につ

いて家畜共済に加入すると、関連畜産物も必然的に家畜共済に加入しなけ

ればなりません。 

 マルキン等の対象畜産物は、収入保険の対象となっておらず、家畜共済
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に加入せざるを得ない事情にあることから、マルキン等の対象畜産物及び

関連畜産物に加え、野菜等の生産も行っている複合経営が家畜共済に加入

する場合は、特例として、関連畜産物を除いて野菜等のみ収入保険に加入

できるようにします。 

 

▼収入保険制度一問一答リレーのバックナンバーはこちら 

http://www.maff.go.jp/j/keiei/hoken/saigai_hosyo/syu_nosai/1q1abackn

umber.html 

 

 お問い合わせ先 

農林水産省 経営局保険課  

電話番号：03-6744-7147 

 

【３．果樹共済に加入しましょう!～備えあれば憂いなし～】 

今年も全国各地で自然災害が発生しました。果樹共済に加入すれば、台風などで収穫

量が減少したときに、共済金が支払われます。 

 30 年産のうんしゅうみかんやりんごなどの果樹について、今お申し込みいただければ

30年産の補償を受けられますので、加入されていない方はぜひこの機会にご検討下さい。 

詳しくは、お近くの農業共済組合へお問い合わせ下さい。 

 

[果樹共済に加入している農家の方からの声をフェイスブックに掲載しています] 

https://www.facebook.com/nogyokeiei/photos/a.292829900792231.66665.2

92727840802437/1731263463615527/?type=3 

 

 お問い合わせ先 

農林水産省 経営局保険課 

電話番号：03-6744-2175 

  

【４．「ＧＡＰ審査員育成関係事業説明会」の開催及び参加者の募集につい

て】 

 農林水産省は、ＧＡＰの認証取得に係る審査体制の整備を促進する観点

から、ＧＡＰ審査員になり得る方に対する審査員資格取得のための補助事

業を実施する予定です。  

ついては、本事業の説明会を平成３０年１月２６日（金）に中央合同庁

舎４号館において開催します。説明会では、普段は聞けない審査員へのな

り方や審査員の待遇などについての審査機関からの説明も予定していま

す。  

 ＧＡＰの審査員として活動してみたい方、また、以下の要件を全て満た

す方の参加をお待ちしていますので、ご検討のほど、お願いいたします（申

込〆切：１月１９日（金曜日））。  

 ・高等学校卒業後、大学農学部や農業大学校等の農業を専門とする２年以

上の教育コースを修了していること  

 ・審査を行う分野（青果物、穀物、茶等）での２年以上の実務経験（例：

農業、営農指導、研究・開発、検査・審査等）があること  

http://www.maff.go.jp/j/keiei/hoken/saigai_hosyo/syu_nosai/1q1abacknumber.html
http://www.maff.go.jp/j/keiei/hoken/saigai_hosyo/syu_nosai/1q1abacknumber.html
https://www.facebook.com/nogyokeiei/photos/a.292829900792231.66665.292727840802437/1731263463615527/?type=3
https://www.facebook.com/nogyokeiei/photos/a.292829900792231.66665.292727840802437/1731263463615527/?type=3
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 ▼詳しくはこちらをご覧ください。  

http://www.maff.go.jp/j/press/seisan/kankyo/171226.html 

  

 お問い合わせ先 

農林水産省 生産局農業環境対策課 

電話番号：03-6744-7188 

 

【５．作業の省力化と牛への負担軽減を実現できる過剰排卵誘起法を開発（農

研機構より）】 

牛の増殖に用いる体内受精卵を採取するためには、雌牛に過剰排卵処置を

行う必要があります。通常行なわれている過剰排卵処置では、卵胞刺激ホル

モン(FSH)を 1 日 2 回、3 日から 5 日間漸減投与することにより行なわれてい

ます。この方法では大きな労力を伴うだけでなく、日々の注射による家畜へ

のストレスも無視することができません。  

 今回、農研機構らの研究グループは水酸化アルミニウムゲルが FSH を高率

に吸着し、血清アルブミン等の体液成分に置換されることによって、体内で

徐々に放出されることを明らかにしました。さらに、このゲルを用いた FSH

の皮下 1 回投与による省力的な過剰排卵誘起法を開発しました。  

 この方法では、牛の頸部皮下に 1 回、肉用牛で 30A.U.、乳用経産牛では

40A.U.の FSH を投与することにより、複数回の注射が必要な漸減投与法に劣

らない過剰排卵誘起成績を得ることができます。この水酸化アルミニウムゲ

ルを用いた FSH の徐放剤は製剤化され、2017 年 2 月に「アントリン R10・Al®」

として共立製薬株式会社から販売が開始されました。是非ご活用ください。 

▼詳しくはこちら（農研機構ＨＰ） 

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nilgs-

neo/077370.html 

 なお、本製剤は、農研機構と共立製薬株式会社の協同研究で製品化され、

本年２月から販売開始されております。詳しくは以下の販売先の URL をご覧

下さい。 

・製品情報 

http://www.kyoritsuseiyaku.co.jp/products/detail/pa/product_207.html 

  

◆◆◆担い手のための耳寄り情報◆◆◆ 

【「２０１７年農業技術１０大ニュース」を発表】 

農林水産技術会議事務局は、農業技術クラブの加盟会員による協力を得て、

「農業技術 10 大ニュース」を選定しました。どれも経営改善に役立つ技術や

品種情報になりますので、ぜひ、ご活用ください。 

 

１位 ICT で田んぼの水を管理 

２位 無人運転技術の実用化へ大きく前進「自動田植え機」 

３位 いもち病の原因遺伝子を発見！ 

４位 全国土壌マップ公開 

５位 アレルギーでも OK グルテンなし米粉パン開発 

６位 受粉しなくても実がなるトマト 

http://www.maff.go.jp/j/press/seisan/kankyo/171226.html
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nilgs-neo/077370.html
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nilgs-neo/077370.html
http://www.kyoritsuseiyaku.co.jp/products/detail/pa/product_207.html
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７位 ホウレンソウ高精度調整機を開発 

８位 青い菊、咲きました 

９位 ロボットボードが田んぼに除草剤を散布！ 

10 位 青切りタマネギの機械化体系を確立 

 

詳細については下記 URL をご覧ください 

http://www.affrc.maff.go.jp/docs/press/171220.html 

 

  ◆◆◆編集後記◆◆◆ 

 本年も農業担い手メールマガジンをご愛読いただきまして、ありがとうご

ざいました。年末年始、皆さまはどのようにお過ごしでしょうか。寒気きび

しい折柄、お身体にお気をつけて、良い年をお迎えください。来年も農業者

の皆さまに役立つ情報をわかりやすく配信してまいりますので、引き続きよ

ろしくお願いいたします。（松本） 

  

経営局公式 facebook ページ「農水省・農業経営者 net」 

→ http://www.facebook.com/nogyokeiei 

 

■ ご意見・ご質問はこちら 

→ https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/keiei/keiei/180817.html 

 

■ 「新たな農業経営指標」を活用しましょう！ 

  （３つのステップで経営改善！）（農林水産省ＨＰ） 

→ http://www.maff.go.jp/j/ninaite/shihyo.html 

 

■ 地域の人と農地の問題を解決しませんか？（パンフレット） 

→ http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/pdf/hito_nouchi_booklet.pdf 

 

  「農地中間管理機構ホットライン」 

    電話   03-6744-2151（受付時間 平日 9 時 30 分～17 時 00 分） 

    E-mail   kikou@maff.go.jp 

 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

 ○ 電子出版：農業担い手メールマガジン 

 ○ 発行日 ：毎月 1 回発行 

 ○ 発行元 ：農林水産省経営局経営政策課 担当：渡辺、飯尾、松本 

 

☆ このメルマガの配信申込み、バックナンバーはこちらから 

→ 

http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/n_hyousyou/hyousyou_merumaga.

html 

☆ このメルマガの配信変更、配信解除、パスワード再発行等はこちらから 

→ http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

http://www.affrc.maff.go.jp/docs/press/171220.html
http://www.facebook.com/nogyokeiei
https://www.contactus.maff.go.jp/j/form/keiei/keiei/180817.html
http://www.maff.go.jp/j/ninaite/shihyo.html
http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/pdf/hito_nouchi_booklet.pdf
http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/n_hyousyou/hyousyou_merumaga.html
http://www.maff.go.jp/j/kobetu_ninaite/n_hyousyou/hyousyou_merumaga.html
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html
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